ジェンダー研究のこれまでとこれから by 江原 由美子[講師] & エハラ ユミコ
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2008 年度ジェンダーフォーラム設立 10 周年記念公開講演会
























10 周年。ジェンダーフォーラム設立 10 周年記念講演会だそうで、そんな晴れがましい場所に呼んで
いただいて、本当にありがとうございます。そんなところに来ちゃっていいのかなっていう思いもあり
ます。こちらは 10 周年だそうですが、私自身がジェンダー研究（今、そう言われているような領域）











































































































































































か、「野蛮」とかしか言い様がないでしょう？なんで時給が 800 円とか 850 円で、2000 時間働いても年














































































































































































































































































































































































































































































90 年代は男性学の時代。伊藤公雄さんの授業は、なんと 2000 人ぐらいが来てしまい、ものすごい人









































































































































































































































































































































































































































































































































































でも、さっき言ったように女性はもう 50 パーセント、60 パーセントが非正規なんですよ。日本型雇
用慣行をやったってね、その中じゃ全然救われない。なので、そこをやるには、もう一回「ジェンダー
の視点」はやっぱり抜かせないんじゃないかと思っているんですね。
ごめんなさい。話が違っちゃってね。そういう人々が多くなっているっていうあたりの問題と一緒に、
今、おっしゃって問題提起されたことと、両方上手くできるような、なんか問題提起をしたいですね。
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ねえ、そう思いません！（笑）すみません。
近藤：はい。あと、もう一人ぐらい、いかがでしょう。
質問者Ｂ：すみません。私は法学部出身でジェンダーにはあまり詳しくないのですが、ジェンダー・フ
リー・バッシングに関してちょっと疑問に思っているのが、私が高校生の時代に、結構リストラの嵐と
いうかそういう時代を経験しましたので、同じ世代の女性たちと話していて、たとえ専業主婦になった
としても、夫がいつリストラされて生活に困るかどうかわからない。だからこそ、女性もちゃんと仕事
を持たなければという意識を持っている女性が非常に多くなっていると思います。
そういう女性たちからすると、ジェンダー・フリー・バッシング派の伝統的な日本の男女性別役割分
担だとかそういうものは、男性の正規雇用が確保されない今となっては、もう言ってても仕方がないだ
ろと…
江原：そのとおりです。
質問者Ｂ：はい。という感覚になっていて、正直、ジェンダーっていう言葉を意識していない働く女性
たちの方が、ジェンダーという言葉ではないけれども、仕事と家庭の両立をどうしようとか、結婚と出
産をどうしようとか、そういう疑問を身近に感じていると思います。
私自身としては、ジェンダーという言葉を表に出さなくても、そういう働く女性たちの支援という形
で、ジェンダーをもっと世の中に広めていくことはできるんじゃないかなと思っていますが。
江原：そう思います。全くご意見に違和感ありません。変なんですよ！ねじれているんです！政策的に
は、今度、「現代の理論」って書いたんですが、政策的には、ジェンダー・フリーっていうか、ちゃん
と男女平等、「ジェンダーイクォリティー」の世界をつくらないと、社会が回っていかないようになっ
ているんですね。そういう状況にもかかわらず、政策の一部の人々が、それにむしろ、反対するような
主張を行っていて、結構与党の政策はそれに動かされるんです。影響を受けてまともに転換をしないわ
けですね。
なぜなのか？やっぱり男らしさアイデンティティーが揺らいでいるのかなあとか、結構、男性からす
るとですね、「こんな危機の時に何が男女平等だ！家で家事なんてやってられっか！」っていう気持ち
があるんですよね。ジェンダー・フリー・バッシングじゃないけど、「女よ、引っ込んでろ！こんな危
機の時に女はでしゃばるな」っていう感じ…？でしょう？だから、最近のジェンダー・フリー・バッシ
ング派に女はほとんどいないんですよ。男が多いんですよ。女性も少しはいるけどね…。普通の人々で
ジェンダー・フリー・バッシングについてくる人って、そんなに女性の姿は見ないですよ。少ない。集
会に行くと女性の数うんと少ない。男性が多いんです。ジェンダー研究派の集会には、結構女性の人いっ
ぱいくるわけです、「普通」の人もね。
でも他方において、女性は強い男性政治家にひきつけられるということは非常にある。「石原を支持
したのは中高年おばさんでしょう？」（笑）。「小泉純一郎もやはり中高年の女性に人気あったでしょう？」
女性の方がずっとそういうふうにね、保守政治家を支持している。男性政治学者に、「なぜ女性がああ
いう政治家に惹かれるのかを分析するべきだ、保守化しているのは女性だ」と言われて怒られちゃった
んですけど。そうかなあと思ったんですけど（笑）。
じゃあ、どうしてそうなるのかというと、やっぱり女性の方にも強い男性に対するあこがれがあるん
ですよ。危機になると「強い男性」を好きになるね。私は引っ込んで、男性に「頑張れ、頑張れ！もっ
とやって！」って頼む。それが危機から逃れることだと思っている人々がいるんですね。この人たちの
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気持ちとぴったり一致すると、やっぱ石原が勝つかな（笑）。
だから、女性に対する視線も、厳しくする必要がある。危機になると女は裏に逃げて「男に頑張れ」
という。「男たちの不面目感」を利用して、「もっと働け、もっと頑張って日本経済や日本国家やうちの
家計を建て直さないと、もう逃げちゃうから」と脅している女性がいる。そうした女性に脅されている
ような気持ちになっている男性も多いんですね。女からそういうふうに突きつけられている日本の男は
経済的にまともにならないと、女は逃げていくと思っている。現実、逃げています。（笑）
女性からすればある意味当然ということになる。だって、経済的なものが結婚の最も大きな理由になっ
ているのが、性別分業社会ではないですか。なので、男性も一所懸命働いたりする。過労死なんか生じ
たりする。だから見方によっては、女性の方も、かなりずるい。学生たちも時々、「先生、女性ってず
るい」という。そうだと思います。よくわかっています（笑）。「恐いもんなんだよ、女はね。」（すみま
せん。性差別発言でした。）
─（笑）─
江原：つまり、そういう女性もいる。無論男性の中にも変なのいるし、女性の中にも恐い人、いっぱい
います。でも、そういう厳しい目で見た方がいいと最近思っています。すみません。司会者が「もうや
めろ」て言ってます。
─（笑）─
近藤：ごめんなさい。
江原：すみませんでした。（笑）
近藤：時間の関係もありますので、一応これで、講演の方は終わりにしたいと思います。改めて先生に
拍手を。
─拍手─
近藤：閉会の言葉っていうわけではないんですけれども、初代のジェンダーフォーラムの所長を務めら
れて、現在は独立大学院の 21 世紀社会デザイン研究所の特任教員をしておられる庄司洋子先生に一言、
お言葉を。
庄司：みなさま、今日はこんなに多数お集まり下さいまして、本当にありがとうございました。また、
江原先生も、本当にいいお話をありがとうございました。改めましてお礼を申し上げます。
あの、もうところどころにですね、非常にパンチが効いて、目を覚まさせられると言いますか、私ど
もはこの 10 年間、ジェンダーフォーラムというささやかな組織の活動を通じて、それなりに頑張って
きているわけですけれども、特にですね、今の何と言いますか、無残な成功化っていうのは、私たちの
課題っていうのをいろんな角度から考えなければいけないんだということが非常によくわかって、大変
いいお話を伺ったと思っております。
先生にお礼を申し上げるとともに、皆さまに多数お集まりくださいまして、本当にありがとうござい
ました。今日は長い時間、ありがとうございました。お礼を申し上げます。
─拍手─
近藤：皆さんのお手元にアンケート用紙が配られていると思いますので、できましたら率直なご意見を
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お書きになって、お帰りの時に係の者に渡していただければと思います。
また、今後、フォーラムのいろいろな案内等を希望される方は、アドレスをお教えいただければ、い
ろんな催し物その他についてご案内を差し上げたいと思いますので、よろしくお願いします。
それじゃあ、これで今日の公開講演会を閉じたいと思います。本当にどうもご苦労さまでした。
─拍手─
